
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実質上矩形の中間転写ブランケットであって、
　一方の面の上に転写面を持ち、転写面の下にある導電性の層を含む、層を成す転写部分
と、
　転写部分の一方のエッジに取り付けられ、転写面を貫くそのエレメントを通って、導電
性の層と直接接触している、導電性のエレメントと、を含む中間転写ブランケット。
【請求項２】
　導電性のエレメントが転写部分の一方のエッジのみに連結されている、請求項１に記載
の中間転写ブランケット。
【請求項３】
　導電性のエレメントがそこから伸びる少なくとも１つの「Ｌ」型の指状の伸長部を含む
、請求項１ のいずれか１項に記載の中間転写ブランケット。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの「Ｌ」型の伸長部が、層を成す転写部分に垂直な方向に伸びる第
１の部分と、第１の部分に取り付けられ、それと実質上垂直で、層を成す転写部分と実質
上平行でしかもそこから離れるように伸びる第２の部分を持つ、請求項 に記載の中間転
写ブランケット。
【請求項５】
　転写面の下にある弾発性層と、液体炭化水素に対して実質的に不浸透性であり、かつ該
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弾発性層と該転写面との間に置かれたバリア層とを含む、請求項１ないし のいずれか１
項に記載の中間転写ブランケット。
【請求項６】
　前記転写面の下にある弾発性層と、気体に対して実質的に不浸透性であり、かつ該弾発
性層と該転写面との間に置かれたバリア層とを含む、請求項１ないし のいずれか１項に
記載の中間転写ブランケット。
【請求項７】
　前記層を成す転写部分が６５未満のショアーＡ硬さを持つ材料で作られた適合層を含む
、請求項１ないし のいずれか１項に記載の中間転写ブランケット。
【請求項８】
　前記適合層の材料が約５０未満のショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の中間転写ブ
ランケット。
【請求項９】
　前記適合層の材料が約３０を超えるショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の
中間転写ブランケット。
【請求項１０】
　前記適合層の材料が約３５を超えるショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の
中間転写ブランケット。
【請求項１１】
　層を成す転写部分が、９０未満のショアーＡ硬さを持つ、転写面と反対の、層を成す転
写部分の表面の上の柔らかい層を含む、請求項１ないし のいずれか１項に記載の中間
転写ブランケット。
【請求項１２】
　柔らかい層が約４５未満のショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の中間転写ブラン
ケット。
【請求項１３】
　柔らかい層が約２５未満のショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の中間転写ブラン
ケット。
【請求項１４】
　柔らかい層が約４５のショアーＡ硬さを持つ、請求項 に記載の中間転写ブランケッ
ト。
【請求項１５】
　層を成す転写部分が転写面と反対の面の上の接着剤の層を備えている、請求項１ないし

のいずれか１項に記載の中間転写ブランケット。
【請求項１６】
　接着剤の層が少なくとも８０℃の温度で安定である、請求項 に記載の中間転写ブラ
ンケット。
【請求項１７】
　接着剤の層が１２０℃を超える温度で安定である、請求項 に記載の中間転写ブラン
ケット。
【請求項１８】
　接着剤の層が１５０℃を超える温度で安定である、請求項 に記載の中間転写ブラン
ケット。
【請求項１９】
　外側の層がトナー用リリース層である、請求項１ないし のいずれか１項に記載の中
間転写ブランケット。
【請求項２０】
　イメージング処理を行なうためのイメージング装置であって、その上に形成される、ト
ナー粒子とキャリヤ液からなる液体のトナーの画像を有するイメージング面と、
　イメージング面からトナーの画像を受け取り、そこから画像が後に転写される、請求項
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１ないし のいずれか１項に記載の中間転写ブランケットと、を含む装置。　
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成に関し、特に中間転写ブランケットを使った静電イメージング（画
像形成）で使うための画像転写装置に関する。
【発明の背景】
【０００２】
　静電イメージングでの中間転写部材の使用は周知である。
【０００３】
　さまざまな種類の中間転写部材が知られ、例えば、米国特許第３，８６２，８４８号、
第４，６８４，２３８号、第４，６９０，５３９号、第４，５３１，８２５号および上記
の関連出願で説明されているが、これらすべての明細書は引用によって本明細書の記載に
援用する。
【０００４】
　電子写真術で使われるベルト形中間転写部材は当業界で知られ、とりわけ、米国特許第
３，８９３，７６１号、第４，６８４，２３８号、および第４，６９０，５３９号で説明
されているが、これらの明細書は引用によって本明細書の記載に援用する。
【０００５】
　オフセット・インク印刷のための中間転写部材と転写ブランケットを含む部材を使うこ
とも周知である。こうしたブランケットはインクの転写に適しているが、一般にそれ自体
、液体トナーのイメージングには使用できないという特徴を持っている。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明は、第１の観点で、改良型中間転写部材を使った改良型画像転写装置を提供する
。
【０００７】
　本発明はさらに、第２の観点で、イメージング装置、特に静電的に帯電したトナーを使
った画像形成装置で使うための改良型画像転写部材を提供する。
【０００８】
　本発明はさらに、第３の観点で、イメージング装置、特に静電的に帯電したトナーを使
った画像形成装置で画像転写部材の一部として使うための改良型画像転写ブランケットを
提供する。
【０００９】
　本発明の好適実施形態によれば、  好適には、画像表面上に形成されたトナー画像であ
る画像を有する画像表面と、画像表面からトナー画像を受け取り、そこからトナー画像が
順次受け渡される、中間転写部材とを含み、該中間転写部材が、内部に形成された装架用
窪み（凹所）を有するドラムと、ドラムに装架された中間転写ブランケットを含み、該ブ
ランケットが、一方の面にトナー画像を受け取る転写面と、反対側の面に、好適には接着
剤の層を有する、層を成す転写部分と、層を成す転写部材の片側だけのエッジに設置され
、ドラムの装架用窪みと組み合わせるために適用される、装架用取り付け具（固定具）を
含み、転写ブランケットがドラムに取り外しできるように設置（装架）された、画像装置
が提供される。
【００１０】
　本発明の好適な実施形態では、転写面と反対側の、層を成す転写部分の表面の少なくと
も一部がドラムに接着される。
【００１１】
　好適には、層を成す転写部分は、転写面の下に置かれた導電性の層と、転写部分の一方
のエッジに取り付けられ、導電性の層に電気的に接続された、導電性の要素を含む設置（
装架）用取り付け具を含む。
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【００１２】
　本発明の好適な実施形態では、導電性の部品（要素）は、好適には、少なくとも１つの
「Ｌ」形の指状のエクステンション（伸長部）を含み、ドラムと接触し、その際ドラムは
画像表面から転写面にトナー画像を転写するよう動作する電圧を帯電する。好適には、前
記少なくとも１つの「Ｌ」形のエクステンションは、層を成す転写部分に対して垂直方向
に延在する第１の部分と、第１の部分に取り付けられてそれと実質上垂直であり、層を成
す転写部分に対して実質上平行でそれから離隔する方向に伸びる第２部材を持つ。
【００１３】
　好適には、設置（装架）用窪みはさらに、前記第２の部分を受ける窪みを含む。
【００１４】
本発明の好適な実施形態によれば、さらに、一方の面に転写面を有する、層を成す転写部
分と、ドラムにブランケットを設置（装架）するために適用される、層を成す転写部分の
一方のエッジだけに取り付けられた、設置用取り付け具を含む、実質上矩形の中間転写ブ
ランケットが提供される。
【００１５】
　好適には、層を成す転写部分は転写面の下に置かれた導電性の層を含み、設置用取り付
け具は、転写部材の一方のエッジに取り付けられ、導電性の層に電気的に接続された、導
電性要素を含む。
【００１６】
　好適には、導電性要素は少なくとも１つの「Ｌ」形の指状のエクステンションと、その
エクステンションは、好適には、層を成す転写部分に対して垂直な方向に伸びた第１の部
分と、第１の部分に実質上垂直に取り付けられ、層を成す転写部分に対して実質上水平に
、そこから離れるように伸びた第２の部分とを含む。
【００１７】
　本発明の好適な実施形態では、層を成す転写部分は、６５未満、好適には、約５０未満
で約３０を超えるショアーＡ硬度を有する材料で形成された整合層を含む。
【００１８】
　好適には、転写面はトナーのためのリリース（解放）層である。　
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、一方の面の上に転写面を持ち、転写面の下
の導電性層を含む、層を成す転写部分と、転写部分の一方のエッジに取り付けられ、導電
性の層に電気的に接続された導電性要素とを含む、実質上矩形の中間転送ブランケットが
提供される。
【００１９】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、１つの面上の転写面と、約６５未満、好適
には約５０未満で好適には約３０を超える、ショアーＡ硬度を有する適合層とを含む、層
を成す中間転写部材とブランケットが提供される。
【００２０】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、ブランケットの１つの面上の転写面と、少
なくとも８０℃、好適には、１００℃を超え、さらに好適には、１２０℃を超え、最も好
適には、１５０℃を超える温度で安定な、ブランケットの反対側の面の接着剤の層とを含
む、層を成す中間転写ブランケットが提供される。
【００２１】
　本発明の好適な実施形態では、さらに、ブランケットの１つの面上の転写面と、９０未
満、より好適には、４５未満、最も好適には、２５未満のショアーＡ硬度を有する、ブラ
ンケットの反対側の１つの面上の柔らかい層とを含む、層を成す中間転写ブランケットが
提供される。
【００２２】
　本発明の好適な実施形態では、柔らかい層はアクリル・ポリマーを含む。
【００２３】
　本発明の好適な実施形態では、層を成す転写部分は転写面と反対側の接着剤の層を含む
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。
【００２４】
本発明の好適な実施形態によれば、さらに、トナー粒子とキャリヤ液からなる液体トナー
の画像を有するイメージング面と、イメージング面からトナー画像を受け取り、そこから
画像が順次転写される中間転写部品とを含み、該中間転写部品が、トナーの画像を受け取
る１つの面上に転写面を有する、層を成す転写部分と、転写面の下にあり、少なくとも部
分的にキャリヤ液によって浸出される材料を含む、弾発性のある層と、好適には、少なく
とも部分的に加水分解されたポリビニル・アルコールを含み、キャリヤ液に対して実質上
不浸透性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置する、バリア層とを含む、イメージン
グ・プロセス（画像形成過程）を実行するためのイメージング装置が提供される。
【００２５】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、転写面と、転写面の下にあり、少なくとも
部分的に液体炭化水素によって浸出される弾発性のある層と、好適には、少なくとも部分
的に加水分解されたポリビニル・アルコールを含み、液体炭化水素に対して実質上不浸透
性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置する、バリア層とを含む、層を成す中間転写
部材が提供される。
【００２６】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、転写面と、転写面の下にあり、少なくとも
部分的にキャリヤ液に浸出される、弾発性のある層と、好適には、少なくとも部分的に加
水分解されたポリビニル・アルコールを含み、キャリヤ液に対して実質上不浸透性で、弾
発性のある層と転写面の中間にある、バリア層とを含む、トナー粒子とキャリヤ液を含む
液体トナー画像を受け取るための層を成す中間転写部材が提供される。
【００２７】
　本発明の好適な実施形態によれば、トナーの粒子とキャリヤ液を含む液体トナー画像を
有するイメージング面と、イメージング面からトナー画像を受け取り、そこから画像が順
次転写される、中間転写部材とを含み、該中間転写部材が、トナーの画像を受け取る１つ
の面上に転写面を持有する、層を成す転写部分と、転写面の下にあり、イメージング処理
の動作に干渉する材料を含む弾発性のある層と、好適には、少なくとも部分的に加水分解
物されたポリビニル・アルコールを含み、弾発性のある層に含まれる前記干渉材料に対し
て実質上不浸透性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置するバリア層とを含むイメー
ジング処理を行うためのイメージング装置が提供される。
【００２８】
　本発明の好適な実施形態では、干渉材料がガスであり、バリア層がガスに対するバリア
層である。
【００２９】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、転写面と、転写面の下にある、弾発性のあ
る層と、好適には、少なくとも部分的に加水分解されたポリビニル・アルコールを含み、
液体炭化水素に対して実質上不浸透性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置する、バ
リア層とを含む、層を成す中間転写部材が提供される。
【００３０】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、転写面と、転写面の下にあり、ガスを放出
する弾発性のある面と、好適には、少なくとも部分的に加水分解されたポリビニル・アル
コールを含み、実質上ガスに対して不浸透性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置す
る、バリア層とを含む、層を成す中間転写部材が提供される。
【００３１】
　本発明の好適な実施形態によれば、さらに、転写面と、転写面の下にあり、少なくとも
部分的にキャリヤ液に浸出される材料からなる、弾発性のある層と、好適には、少なくと
も部分的に加水分解されたポリビニル・アルコールを含みキャリヤ液に対して実質上不浸
透性で、弾発性のある層と転写面の中間に位置する、バリア層とを含む、トナー粒子とキ
ャリヤ液からなる液体トナーの画像を受け取るための層を成す中間転写部材が提供される
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。
【００３２】
　本発明は、以下の図面と合わせた以下の詳細な説明から、より十分に理解され、正しく
認識される。
【好適実施形態の詳細な説明】
【００３３】
　ここで、本発明の好適実施形態に従って構成され動作する多色静電イメージング・シス
テムを例示する図１および図２を参照されたい。図１および図２に見られるように、通常
回転ドラム１０の上に設置された、好適には、有機物の光受容体１２であるイメージング
・シートが提供される。ドラム１０は、モーターなど（図示せず）によって軸線を中心と
して、矢印１８の方向に、好適には、コロトロン、スコロトロン、またはローラー充電器
などの技術上知られ、シート状の光受容体１２の表面を帯電させるために適用される、他
の適当な充電装置である充電装置１４を通り越して、回転する。再生される画像は、イメ
ージャ（像形成器）１６によって、帯電された面１２の上に焦点を合わされ、光に当てら
れた範囲の光伝導体を少なくとも部分的に放電することによって静電潜像を形成する。従
って、潜像は普通第１電位の範囲と、別の電位の基地（きじ）範囲を含む。
【００３４】
　光受容体シート１２は、当業技術分野で知られるような、材料の層の何らかの適当な配
置を使うが、光受容体シートの好適な実施例では、層の一部はシートの端から除去されて
、そのドラム１０への設置を促進する。
【００３５】
　この好適な光受容体シートとそれをドラム１０に設置する好適な方法は、１９９４年９
月７日出願の、Ｂｅｌｉｎｋｏｖ他の、共通に譲受されている米国特許出願第０８／３０
１，７７５号「イメージング装置とそのための光受容体」と他国での優先権を主張する出
願に説明されており、その開示の内容は参照によって本明細書に組み込まれている。また
、光受容体１２は、ドラム１０の上に置かれ、連続する面を形成する。さらに、光受容体
１２は、例えば、セレン（Ｓｅ）の混合物に基づく非有機体の光伝導体でもよい。
【００３６】
　イメージング装置１６は、変調レーザー・ビーム・スキャンニング装置、ドラムの上に
コピーを描くための光学的フォーカシング・デバイス（焦点合わせ装置）などの、当業技
術分野で知られているような、他のイメージング装置である。
【００３７】
　本発明の好適な実施例では、多色液体デベロッパー（現像剤）・スプレー（噴射）・ア
ッセンブリ（組立体）２０、デベロッピング・アッセンブリ（現像組立体）２２、カラー
・スペシフィック・クリーニング・ブレード・アッセンブリ（カラー用クリーニング・ブ
レード組立体）３４、背景（基地）クリーニング・ステーション２４、帯電スクイージー
（ゴムローラ）２６、背景放電デバイス２８、中間転写部材３０、およびクリーニング装
置３２、さらには必要に応じて、中和ランプ・アッセンブリ３６が、ドラム１０と光受容
体シート１２に組合わされる。
【００３８】
　デベロッピング・アッセンブリ（組立体）２２は、好適には、デベロップメント（現像
）・ローラー３８を含む。デベロップメント・ローラー３８は、好適には、光受容体１２
から間隔を空けられ、それによって通常４０～１５０ミクロン（マイクロメータ）のギャ
ップを形成し、画像と、画像の背景（背景地すなわち基地）の範囲の中間の電位に帯電す
る。デベロップメント・ローラー３８は、従って、適当な電圧に維持される時、電解を適
用して、静電潜像の現像を促進する。
【００３９】
　デベロップメント・ローラー３８は通常、矢印４０で示されるように、ドラム１０と同
じ方向に回転する。この回転は、シート１２の表面とデベロップメント・ローラー３８が
、両者の間のギャップで反対の速度を持つようにする。

10

20

30

40

50

(6) JP 3869442 B2 2007.1.17



【００４０】
　その動作と構造が、米国特許第５，１１７，２６３号で詳細に説明されており（その開
示の内容を引用によって本明細書の記載に援用する）、多色液体デベロッパー・スプレー
・アッセンブリ２０は、帯電した着色されたトナー粒子を含む液体トナーのスプレーが、
デベロップメント・ローラー３８の一部と、光受容体１２の一部に向けられるか、または
直接光受容体１２とデベロップメント・ローラー３８の間の現像部分４４に向けられるよ
うな方法で、アッセンプリ２０が旋回できるように、軸４２上に設置（装架）される。ま
たはアッセンブリ２０は固定される。好適には、スプレーはデベロップメント・ローラー
３８の一部に向けられる。
【００４１】
　カラー・スペシフィック・クリーニング・ブレード・アッセンブリ３４は、現像の後残
った各色付きのトナーの残量を別に除去するためのデベロッパー（現像）・ローラー３８
と機能的に関連する。ブレード・アッセンブリ３４の各々は、対応する色のトナーがスプ
レー・アッセンブリ２０によって現像領域４４に供給される時にのみ、デベロッパー・ロ
ーラー３８と選択的に機能上関連させられる。
【００４２】
　クリーニング・ブレード・アッセンブリの構造と動作はＰＣＴ公報ＷＯ  ９０／１４６
１９と米国特許第５，２８９，２３８号に説明されており、これらの開示の内容を引用に
よって本明細書に援用する。
【００４３】
　各クリーニング・ブレード・アッセンブリ３４は、クリーニング・ブレード・アッセン
ブリ３４によってデベロッパー・ローラー３８から除去されたトナーを色の混合によるさ
まざまなデベロッパー（現像剤）の汚染を防止するため独立したコレクション（収集）・
コンテナ５４、５６、５８、６０に向ける働きをするトナー方向づけ部材５２を含む。コ
レクション・コンテナによって収集されたトナーは、対応するトナーのリザーバー（５５
、５７、５９、６１）にリサイクルされる。最終トナー方向づけ部材６２は、常にデベロ
ッパー・ローラー３８を結合し、そこで収集されたトナーはコレクション・コンテナ６４
に供給され、その後、さまざまな色のトナーの粒子から比較的きれいなキャリヤ液体を分
離するよう動作するセパレーター（分離器）６６を経てリザーバー（貯留器）６５に供給
される。セパレーター６６は通常米国特許第４，９８５，７３２号に説明されているタイ
プのもので、その開示の内容を引用によって本明細書の記載に援用する。
【００４４】
　本発明の好適な実施形態では、その開示の内容を引用によって本明細書の記載に援用す
る、米国特許第５，２５５，０５８号に説明されているように、イメージングの速度が非
常に速い場合、通常リバース（逆転）・ローラー４６と液体スプレー装置４８を含む背景
（基地）クリーニング・ステーション２４が提供される。矢印５０によって示される方向
に回転するリバース・ローラー４６は、光伝導性のドラム１０の画像と背景の部分の中間
の、しかしデベロップメント・ローラーとは違う電位に電気的にバイアスをかけられる。
リバース・ローラー４６は、好適には、光受容体シート１２から間隔を空けられ、それに
よって通常４０～１５０ミクロンのギャップを形成する。
【００４５】
　液体スプレー装置４８は、リザーバー６５から導管８８を経て液体のトナーを受け取り
、好適には、顔料を含まないキャリヤ液をシート１２とリバース・ローラー４６の間のギ
ャップに供給するよう動作する。液体スプレー装置４８によって供給された液体はデベロ
ップメント・アッセンブリ（現像組立体）２２によってドラム１０から除去された液体に
置き換えられ、それによってリバース・ローラー４６が帯電した色付きのトナーの粒子を
電気泳動によって潜像の背景（基地）の部分から除去できるようにする。余分の液体はリ
バース・ローラー４６から、連続的にリバース・ローラー４６に組み合わさって余分の液
体を含むさまざまな色のトナーの粒子を収集する液体方向づけ部材７０によって除去され
、トナーの粒子はコレクション・コンテナ６４とセパレーター６６を経てリザーバー６５
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に供給される。
【００４６】
　符号４６、４８、５０、７０で示される装置は低速度システムでは必要でないが、好適
には、高速度システムに含まれる。
【００４７】
　好適には、電気的にバイアスをかけられたスクイージー・ローラー２６がシート１２の
表面に対して押し付けられ、背景の領域から液体のキャリヤを除去し、画像をコンパクト
化して画像の領域から液体のキャリヤを除去するように動作する。スクイージー・ローラ
ー２６は、好適には、当業技術技術分野で良く知られているような、弾力性のある、わず
かに導電性のポリマー材料で形成されており、好適には、トナー粒子の帯電の極性と同じ
極性に数百～数千ボルトの電位に帯電される。
【００４８】
　第１の好適な実施形態では、スクイージー・ローラーは、金属の芯への柔らかいポリウ
レタンゴムのコーティング（被覆）をモールド形成し、モールド処理された芯を導電性の
ラッカーでコーティングし、ラッカーを低導電性のエラストマーでコーティングすること
によって作られる。また、第２の実施形態では、モールド形成されたコーティングを、制
御された導電性のエラストマーで作ることができ、ラッカーは省略できる。第３の実施形
態では、制御された導電性のエラストマーの単一の層が使われ、外側の層は省略される。
【００４９】
　スクイージー（ゴムローラ）の第１実施形態では、金属の芯は清掃され、例えば、等量
のメチルエチルケトンに溶かされ、ＣＩＬＢＯＮＤ  ４９  ＳＦ（Ｃｏｍｐｏｕｎｄｉｎｇ
 ＩｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓＬｉｍｉｔｅｄ、英国）のようなゴム・金属接着剤でコーティ
ングされて、１１０℃で１時間乾燥される。芯より約９．５ｍｍ大きい直径を持つ外側の
モールドは、例えば、Ｓｙｌ－Ｏｆｆ  ７６００（Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ）１０、Ｓｙｌ
－Ｏｆｆ  ７６０１  １、ｎ－ヘキサン１５０の割合の混合物のような剥離剤にディップ・
コーティングされ、その後１１０℃で１時間硬化される。芯とモールド（７０～８０℃に
予熱される）の間の空間は鋳造のためポリウレタン・ゴムで満たされるが（ＣＩＬ  Ａ  ２
０、Ｃｏｍｐｏｕｎｄｉｎｇ  Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔｓ  Ｌｉｍｉｔｅｄ、英国）、これは
真空中で８０℃で１６時間予熱された後、１２０℃でさらに１時間加熱される。ポリウレ
タンは１３５℃で８時間硬化される。冷却し、モールドからコーティングされた芯を除去
した後（除去する際はＩｓｏｐａｒのような溶剤の助けを借りる）、鋳造された材料は約
±５ミクロンのサイズまで研磨される。コーティングの好適な硬さは約２０ショアーＡで
あるが、この硬さは除去されることが望まれる液体の量によって、１５～４０ショアーＡ
硬度の範囲で変化する。
【００５０】
　研磨された面はアセトンで清掃され、好適には、リントフリー (lint free)布であらか
じめろ過され、約３０ミクロンの厚さ（乾燥後）を与えられた導電性のラッカー（好適に
は、Ｈ３２２（Ｌｏｒｄ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、米国）３部とエチル・アセテート１
部）で、好適には、ディップ・コーティング（浸漬被覆）される。
【００５１】
　エチル・アセテート７５に溶かしたＦｏｍｒｅｚ  ５０（Ｗｉｔｃｏ．Ｃｏｒｐ．、米
国）５０部にＤＣ１９３（Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ）３部、ジフェニルメタン４，４’ジ
イソシアネート（ＭＤＩ）（ドイツのＢａｙｅｒによって製造されたＤｅｓｍｏｄｏｒ  
４４Ｖ２０）約６部を加えた上部層がろ過され、ラッカー・コーティングの上に複数の回
数ディップ・コーティングされ、６０～７０ミクロンのコーティング厚さを達成する。コ
ーティングされたスクイージーは室温で乾燥され、１４０℃で２時間硬化される。外側の
層を形成する材料の好適な硬さは約３０～３５ショアーＡであり、この硬さはコーティン
グの中のＭＤＩの割合を変化させることによって調整できる。コーティングは１０ 8～１
０ 1 0Ω－ｃｍの範囲の抵抗率を持ち、好適な値は１～３×１０ 8から２～３×１０ 9Ω－ｃ
ｍである。
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【００５２】
　スクイージー・ローラーの第２の実施形態では、芯のための鋳造カバーは、好適には、
硬さ（１５～３０ショアーＡ、好適には、２０ショアーＡ）と抵抗率（１～１０×１０ 6

Ω－ｃｍ）の適切な組み合わせを持つエラストマーである。
【００５３】
　この材料はポリウレタン、ニトリルなどの耐油性ゴムでよい。選択された抵抗率と硬さ
を持つポリウレタンは、Ｍａｒｔｈａｎｅ  Ｐｒｏｄｕｃｔｓ（米国）から入手可能であ
る。上記で説明したように鋳造された後、コーティングは適当な寸法と仕上げに研磨され
、第１の実施形態の最上部の層と同じ方法で作られた最上部の層でコーティングされる。
【００５４】
　スクイージー・ローラーの第３の実施形態では、最上部の層は省略され、導電性のエラ
ストマーが、好適には正確な寸法に鋳造される。
【００５５】
　放電デバイス２８は、主として電気的な絶縁破壊を低減して中間転写部材３０への画像
の転写を改善するために、シート１２に残った電圧を放電させる光をシート１２に当てる
よう動作する。白黒システムにおけるこうしたデバイスの動作は、米国特許第５，２８０
，３２６号に説明されており、その開示の内容を引用によって本明細書の記載に援用する
。
【００５６】
　図１および図２はさらに、多色トナー・スプレー・アッセンプリ２０が通常４つの異な
ったリザーバー５５、５７、５９、６１から色付きのトナーの独立した供給を受け取るこ
とを示す。図１は、通常黄色、マゼンタ、シアン、さらにオプションで黒をそれぞれ含む
４つの異なった色付きのトナーのリザーバー５５、５７、５９、６１を示す。ポンプ９０
、９２、９４、９６は色付きのトナーを多色スプレー・アッセンブリ２０に供給するため
に望ましい量の圧力を供給するために、対応する導管９８、１０１、１０３、１０５に沿
って供給される。また、好適には、３つのレベルのスプレー・アッセンブリである、多色
トナー・スプレー・アッセンブリ２０は、標準処理カラーに加えて、カスタム・カラー・
トナーを可能にする６つまでの異なったリザーバー（図示せず）から色付きのトナーの供
給を受ける。
【００５７】
　本発明と共に使用されるための好適な種類のトナーは、その開示の内容を引用によって
本明細書の記載に援用する米国特許第４，７９４，６５１号の例１に説明されているか、
または技術上よく知られるようなそのバリエーションである。色付きの液体デベロッパー
のために、カーボン・ブラックは技術上よく知られているように、カラー顔料によって置
き換えられる。液体トナーと、上記に示すように、粉体トナーを含む、他のトナーが代わ
りに利用される。
【００５８】
　本発明で使うためのトナーの他の好適な実施形態は以下の方法を使って準備される。
【００５９】
　１）可溶化  １４００グラムのＮｕｃｒｅｌ  ９２５（Ｄｕｐｏｎｔによるエチレン共重
合体と１４００グラムのＩｓｏｐａｒ  Ｌ（Ｅｘｘｏｎ）は、Ｒｏｓｓ  Ｄｏｕｂｌｅ  Ｐ
ｌａｎｅｔａｒｙ  Ｍｉｘｅｒで加熱された油の中で、少なくとも２４ＲＰＭで、１．５
時間、油の温度１３０℃で完全に混合される。１２００グラムの予熱されたＩｓｏｐａｒ
 Ｌが加えられ、混合はさらに１時間続けられる。混合物は数時間の間攪拌を続けながら
４５℃まで冷却され、粘性の材料を形成する。
【００６０】
　２）磨砕・粉砕  ７６２グラムの可溶化ステップの生成物は３／１６インチの炭素鋼球
で充填されたＪＳアトリター（Ｕｎｉｏｎ  Ｐｒｏｃｅｓｓ  Ｉｎｃ．オハイオ州アクロン
）で、２５０ＲＰＭで、６６．７グラムのＭｏｇｕｌ  Ｌカーボン・ブラック（Ｃａｂｏ
ｔ）、６．７グラムのＢＴ  ５８３Ｄ（Ｃｏｏｋｓｏｎによって製造される青色の顔料）
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、５グラムのアルミニウム・トリステアリン酸塩と追加の１４５９．６グラムのＩｓｏｐ
ａｒ  Ｌと共に８時間、３０℃で粉砕される。
【００６１】
　３）粉砕の継続  ３４．５グラムのＡＣｕｍｉｓｔ  Ａ－１２（Ａｌｌｉｅｄ  Ｓｉｇｎ
ａｌによって製造された微粒子化されたポリエチレン・ワックス）が加えられ、粉砕がさ
らに４時間継続される。生成する粒子は１～３ミクロンの範囲の測定される直径を持つ繊
維質の粒子である。
【００６２】
　生成する材料は追加のＩｓｏｐａｒ  ＬとＭａｒｃｏｌ  ８２で希釈され、乾燥固形物の
比が約１．７％で、Ｉｓｏｐａｒ  ＬとＭａｒｃｏｌの全体にわたる比が約５０：１と５
００：１の間で、より好適には、約１００：１と２００：１の間である、使用されるデベ
ロッパーとなる。充電ディレクタが、米国特許出願第０７／９１５，２９１号（レシチン
、ＢＢＰ、ＩＣＩＧ３３００Ｂを利用する）とＷＯ９４／０２８８７号で説明されている
ように、固体４０ｍｇ／ｇｍに等しい量加えられ、トナーの粒子を充電する。他の充電デ
ィレクタと追加の添加物も技術上知られているように使われる。
【００６３】
　上記で説明したプロセスは黒のトナーを製造する。シアン、マゼンタ、黄色のトナーは
、ステップ２）で異なった材料の混合を使って製造される。シアンのトナーのためには、
８２２グラムの可溶化された材料、それぞれ２１．３３グラムのＢＴ  ５８３ＤとＢＴ  ７
８８Ｄ顔料（Ｃｏｏｋｓｏｎ）、１．７３グラムのＤＩ３５５ＤＤ顔料（ＢＡＳＦ）、７
．５９グラムのアルミニウム・トリステアリン酸塩、１４２６グラムのＩｓｏｐａｒ  Ｌ
がステップ２で使われる。マゼンタのトナーのためには、８１０グラムの可溶化された材
料、４８．３グラムのＦｉｎｅｓｓ  Ｒｅｄ  Ｆ２Ｂ、６．８１グラムのアルミニウム・ト
リステアリン酸塩、１４３４．２グラムのＩｓｏｐａｒ  Ｌがステップ２で使われる。黄
色のトナーのためには、８１０グラムの可溶化された材料、４９．１グラムのＤ１３５５
Ｄ顔料、６．９グラムのアルミニウム・トリステアリン酸塩、１４２３グラムのＩｓｏｐ
ａｒ  Ｌがステップ２で使われる。
【００６４】
　中間転写部材３０は、その特に好適な実施例が以下（図３および図４と共に）詳細に説
明されるが、本発明のいくつかの実施例から、以下、または開示の内容が参照によって、
また技術上知られる他の構造によって本明細書中に援用される、米国特許第５，０８９，
８５６号または第５，０４７，８０８号または本出願が一部継続出願である出願で説明さ
れているような多層転写部材を持つ何らかの適当な中間転写部材である。部材３０は、画
像を持つ面からの画像の静電的転写のために適当な電圧と温度に維持される。中間転写部
材３０は、好適には、熱と圧力によって画像を紙のような最終基盤７２に転写するための
圧力ローラー７１と関連する。上記で説明した特に好適なトナーのためには、融解の開始
時で約９５℃の画像温度が好適である。
【００６５】
　本発明のある観点、特に転写ブランケットをドラムに設置する方法は一般に適用可能で
あり、技術上知られているように、インク、液体トナー、粉体トナーのための広い範囲の
タイプのブランケットに適用可能である。
【００６６】
　クリーニング装置３２は、光受容体１２の表面をこすって清掃するために動作し、好適
には、クリーニング・ローラー７４、非極性のクリーニング液を吹き付けてこすって清掃
するプロセスを支援するスプレイヤー７６、光伝導性の表面の清掃を完了するワイパー・
ブレード７８を含む。この目的のために技術上知られた何らかの合成ゴムで形成されたク
リーニング・ローラー７４は矢印８０で示されるように、ドラム１０と同じ方向に動かさ
れ、ローラーの表面が光受容体の表面をこするようにする。光受容体シート１２の表面に
残っていた残余帯電はすべて光伝導性の表面をオプションの中和ランプ・アッセンブリ３
６からの光に当てることによって除去されるが、これは実用上必要とされない。
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【００６７】
　本発明の好適な実施例によれば、所与の色の各画像を現像した後で、単一の色の画像が
中間転写部材３０に転写される。異なった色のそれに続く画像は前の画像に合わせて順次
中間転写部材３０に転写される。すべての望ましい画像が転写された時、完全な多色画像
が転写部材３０から基盤７２に転写される。インプレッション・ローラー７１だけが、合
成された画像の基盤７２への転写が行われる時、中間転写部材３０と基盤７２の間の機能
的結合を作り出す。また、各単色の画像は、中間転写部材を経由して別々に基盤に転写さ
れる。この場合、基盤は各色について一度機械を通じて供給され、圧盤の上に保持され、
合成画像転写のために中間転写部材３０と接触する。または、中間転写部材は省略され、
現像された単色の画像はドラム１０から基盤７２に順次直接転写される。
【００６８】
　図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ～図４Ｄは、本発明の好適な実施例による中間転写部材３０の
好適な実施例を例示する。図３Ａは、ドラム１０２に設置された中間転写ブランケット１
００を示す。転写ブランケット１００（その詳細は図４Ｃ、図４Ｄに示される）は、好適
には、層を成す転写部材１０４と設置用取り付け具１０６を含む。
【００６９】
　図４Ｃに最も明らかに示されるように、転写部材１０４はドラム１０２に設置される時
ブランケットの最外部にあるリリース（解放）層１０９を含む。下にある層１０９は、好
適には、柔らかいエラストマー製、好適には、ポリウレタン製で、好適には、約６５以下
、より好適には、約５５以下だが、好適には、約３５以上のショアーＡ硬さを持つ整合層
１１１である。適当な硬さの値は４５～５５の間で、好適には、約５０である。下にある
層１１１は薄いバリア層１１５を覆う導電性の層１１４である。バリア層１１５はブラン
ケットの本体１１６を覆い、上部層１１８、圧縮層１２０、ファブリック（織物）層１２
２を含む。ファブリック層の下にあるのは、好適には、ドラム１０２と接触する接着剤の
層１２６である。
【００７０】
　ドラム１０２は、好適には、内部ハロゲン・ランプ・ヒーターなどのヒーターによって
加熱され、技術上よく知られているように、リリース層１０９から最終基盤への画像の転
写を促進する。他の加熱法、またはまったく加熱しないことも、本発明のある面の実行上
使用される。加熱の度合いは、発明と共に使用されるトナーまたはインクの特性に依存す
る。
【００７１】
　図４Ａ、図４Ｂ、および図４Ｄに示されるように、設置用取り付け具１０６は例えば、
アルミニウムのような金属製の、細長い導電性のバー（棒）１０８からなり、（指状のエ
クステンションの形態を取る）やはり導電性で、好適には、バー１０８と同じ材料製で、
好適には、それと一体になって形成された一連のＬ型の設置用の足１１０と共に形成され
る。詳細には、バー１０８は層を成す転写部１０４の端が挿入される溝と共に形成される
。好適には、設置用バーに挿入される層を成す部材の端はリリース層１０９または整合層
１１１を持たず、それによって導電性の層１１４が露出し、バー１０８と電気的に接触す
る。また、バー１０８はブランケットの外側の層に貫通し、導電性の層に接触する鋭い内
部の突起をもって形成される。
【００７２】
　必要に応じて、導電性の層１１４の下の各層は（例えば、導電性のカーボン・ブラック
または金属ファイバーを追加することによって）部分的に導電性で、接着剤の層を導電性
とすることによって、電流がドラムの表面から導電性の層に直接流れるようにする。
【００７３】
　本発明の好適な実施例の１つでは、取り付け具１０６が１枚の金属シートから形成され
、その際足は、Ｕ型に曲げられて層を成す部材が挿入される溝を形成する金属板から部分
的にカットされる。挿入の後、溝の外壁は層を成す部材に対して押し付けられて、層を成
す部材を溝に固定する。部分的にカットされた部材は曲げられて、設置用の足を形成する
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。
【００７４】
　図１～図３に示す本発明の好適な実施形態では、ドラム１０２は画像を中間転写部材に
転写するために適した、例えば５００ボルトの電位に維持されるが、この電圧は設置用取
り付け具１０６を経由して導電性の層１１４に適用される。従って、転写電圧の供給源は
部材１０４の外面に非常に近いので、ドラムの転写電位をより低くすることが可能になる
。
【００７５】
　本発明の好適な実施例では、転写部１０４は次の手続きによって製作される。
【００７６】
　１．ブランケット構造のための最初の構造は一般に印刷ブランケットのために使われる
のと一般に同様のブランケット本体１１６である。１つの適当な本体は、Ｒｅｅｖｅｓ  
ＳｐＡ、Ｌｏｄｉ  Ｖｅｃｃｈｉｏ（ミラノ）、イタリアによって製造・販売される、Ｍ
ＣＣ－１１２９－０２である。他の好適なブランケットのタイプは米国特許第５，０４７
，８０８号、第４，９８４，０２５号、第５，３３５，０５４号、ＷＯ  ９１／０３００
７号、ＷＯ  ９１／１４３９３号、ＷＯ  ９０／１４６１９号、ＷＯ  ９０／０４２１６号
に説明されているが、これらを引用によって本明細書中に援用する。本発明の好適な実施
形態では、本体１１６は、好適には、織ったＮＯＭＥＸ材料製で約２００ミクロンの厚さ
を持つファブリック層１２２と、好適には、約４００ミクロンの、カーボン・ブラックを
混ぜ合わせて熱伝導率を向上させた、飽和ニトリルゴムからなる圧縮層１２０からなる。
層１２０は、好適には、小さな隙間（容積の約４０～６０％）を含み、上部の層１１８は
、好適には、圧縮層と同じ材料からなるが、隙間はない。層１０９は、好適には、約１０
０ミクロン厚さである。ブランケット本体は、インク・オフセット印刷用のオフセット印
刷ブランケットの製造のために一般に使われている製造方法によって製造される。
【００７７】
　ブランケット本体１１６は、好適には、上部の層１１８の表面の部材をすり減らすこと
によって比較的正確な厚さに寸法決めされる。完成した本体１１６のための好適な厚さは
約７００ミクロンであるが、他の厚さも、それが使われる印刷システムの寸法とブランケ
ットの本体に使われる正確な材質によって使用可能である。
【００７８】
　２．ブランケット本体１１６のファブリックの側面は、好適には、シリコンに基づく接
着剤（好適には、Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇによって製造されるＴｙｐｅ  Ｄ  ６６）の３０
ミクロン厚さにコーティングされる。接着剤はＨ．Ｐ．Ｓｍｉｔｈ  Ｉｎｃ．、イリノイ
州ベッドフォード・パークによって提供される、ＤＰ  ５６４８リリース・ペーパー（片
面コート）のような、フッ化シリコン材料でコーティングされたマイラーのシートで覆わ
れる。この接着剤はドラム１０２の表面への良好な接着を特徴とし、液体トナーに使われ
るキャリヤの液体に耐性がある。ブランケットはその交換が望ましい時、取り付け具１０
６のエッジに沿ってブランケットをカットし、ブランケットと取り付け具を取り外すこと
によって、ドラムから取り外せる。
【００７９】
　接着剤はブランケットの背部と、それが設置されるドラムの間の良好な熱接触を保証す
るために使われる。シリコン接着剤が使われるのは、接着剤が普通、好適な装置では下に
あるドラムの中で発生する熱にさらされるブランケットに取り付けて使われるためである
。ドラムの温度は、ブランケットの熱抵抗と、ブランケットの望ましい表面温度（これは
処理で使われるトナーと、トナーの最終基盤への転写の詳細に依存する）によってさまざ
まであるが、ドラムの温度は８０℃、１００℃、１２０℃、１５０℃またはそれ以上に達
しうる。
【００８０】
　３．上部の層１１８は、好適には追加の層でコーティングされる前に、下塗りのサブミ
クロン層によってコーティングされる。好適な下塗りはＤｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ  １２０５
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 Ｐｒｉｍｅ  Ｃｏａｔである。下塗りの種類は、上部の層と導電性の層の特性に依存する
。好適には、０．３ミクロンの下塗りがワイヤー・ロッド・コーティング装置のＮｏ．０
のバーで、清潔な上部の層にコーティングされる。
【００８１】
　４．ブランケット本体１１６は、抗酸化剤、オゾン劣化防止剤など、例えば、ブランケ
ットがイメージング・プロセスの間加熱された時や、Ｉｓｏｐａｒ  Ｌのようなキャリヤ
液がある時に、ガスとしてブランケットの上層を通じて拡散しうる添加物を含んでいるの
で、バリア層１１５が、好適には、上部層１１８の上に（より正確には下塗りの上に）コ
ーティングされる。このバリア層は、ブランケット本体の中の拡散しうる材料や、使用さ
れるキャリヤ液に実質上不浸透性である。
【００８２】
　この層が省略される場合、ある条件の下で、添加される材料が光受容体の劣化を起こす
ことがある。詳細には、イメージング・プロセスが湿度に依存するようになることが見ら
れる。
【００８３】
　本発明の好適な実施例では、４～１１ミクロンの（８８％加水分解された）ポリビニル
・アルコールの層が上部の層１１８を覆う下塗り層の上にコーティングされる。
【００８４】
　好適には、８５，０００～１４５，０００の間の平均モル重量を持つ、８８％加水分解
されたポリビニル・アルコール（Ａｌｄｒｉｃｈ  ＣｈｅｍｉｃａｌＣｏ．Ｉｎｃ．，ウ
ィスコンシン州ミルウォーキー）は、９０℃で、混合物を還流システムで３０分間絶えず
攪拌することによって水に溶解する。３０分後、水の量の２倍に等しい量のエタノールを
溶液に加えると、その結果生じるポリビニル・アルコールの濃度は、好適には、１０％未
満である。より高い濃度の溶液も使うことができるが、より粘性が高いため均一に広がり
にくい。
【００８５】
　溶液は、ナイフまたは本体の動きの方向に対して３０～４５°傾いた細いワイヤー・ロ
ッドかナイフを使って本体１１６の層１１８の上に置かれる。溶媒は、室温で乾燥される
か、または層に熱い空気を吹き付けることによって蒸発させられる。
【００８６】
　１つかそれ以上のコーティングを行うことは、必要な厚さを得るために利用される。
【００８７】
　層があまり薄いと、材料の本体１１６からの転写を生じるが、これは、光受容体の劣化
によって起こったと考えられる、光受容体から中間転写ブランケットへの転写効率の低下
と相関される。４ミクロンの材料で浸出を避けるには十分であるが、好適には、もう少し
大きな厚さが使われる。
【００８８】
　他のバリア材料や他の厚さが、トナーに使われるキャリヤ液や本体１１６によって発生
するガスによって使われる。他のバリア材料は、それらのキャリヤ液や本体１１６によっ
て発生するガスへの耐性によってより少ない、またはより大きい厚さを必要とする。また
、本体１１６がキャリヤ液による浸出に耐え、（特に本体１１６が加熱される時）排出さ
れる材料や、何らかの抗酸化剤やオゾン劣化防止剤を含まない場合、層１１５は省略され
る。
【００８９】
　ポリビニル・アルコールは、動作中のブランケットの温度より高い融点を持つ、熱可塑
性の結晶性材料である。ポリビニル・アルコールはまた、ガスや、液体のトナー中に使わ
れる炭化水素のキャリヤに不浸透性の層を形成すると考えられる。
【００９０】
　５．導電性の層１１４は、好適には、導電性のカーボン・ブラックを添加したアクリル
・ゴムで形成される。本発明の好適な実施例では、２～３ミクロンの導電性のコーティン
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グだけが必要である。この導電性の層は、最初に３００グラムのＨｙｔｅｍｐ  ４０５１
ＥＰ（Ｚｅｏｎ  Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ）を６グラムのＨｙｔｅｍｐ  ＮＰＣ  ５０と９グラ
ムのステアリン酸ソーダを２ロール・ミルで２０分間混合し、その後１５０グラムの混合
材料を２０００グラムのメチルエチルケトン（ＭＥＫ）に溶解し、室温で１２時間攪拌す
ることによって形成される。
【００９１】
　４０グラムの、例えば、Ｐｒｉｎｔｅｘ  ＷＥ２（Ｄｅｇｕｓｓａ）のような導電性の
カーボン・ブラックが溶液に加えられ、その混合物が３／１６インチの鋼球を加えて０１
アトライターで粉砕される。粉砕は１０℃で４時間行われ、その時間の後材料はＭＥＫを
７．５～８％固体濃度まで加えることによって希釈され、導電性のラッカーの形態で粉砕
機から取り出される。
【００９２】
　ブランケットは（ステップ３またはステップ４の後で）約３ミクロンの導電性のラッカ
ーでオーバーコーティングされ（Ｎｏ．０ロッドを使って３回通過）、室温で５分間乾燥
される。
【００９３】
　柔らかいエラストマーの適合層が適用される前に、下塗りの追加コーティングが（バー
１０８に挿入される部分を除いて）導電性のラッカーの上に追加される。
【００９４】
　導電性の層の抵抗は、好適には、約２０キロオーム／平方を超え、好適には、約５０キ
ロオーム／平方未満である。この値は導電性の層の上の層の抵抗率と、ブランケットの縦
横比に依存する。一般には、抵抗は、（上にある層を通る漏れ電流を供給するために）導
電性の層を流れる電流がブランケットの表面に沿った電圧の実質上の変化を起こさない程
度に十分に低くあるべきである。導電性の層の抵抗と、より重要だが、上にある層の抵抗
は、上にある層を通じて流れる電流を制御する。一般的に言って、導電性の層は比較的低
い抵抗と抵抗率を持ち、適合層（層１１１）はより高い抵抗率を持ち、上にあるリリース
層（層１０９）は更に高い抵抗率を持つ。
【００９５】
　６．１ｋｇのあらかじめろ過されたＦｏｍｒｅｚ－５０ポリエステル樹脂（Ｈａｇａｌ
ｉｌ  Ｃｏｍｐａｎｙ、アシドッド、イスラエル）は真空中で６０℃で脱水・ガス抜きさ
れる。６００グラムのガス抜きされた材料は１．４グラムのジブチルスズジラウラート（
Ａｌｄｒｉｃｈ）と混合され、室温で２時間ガス抜きされる。３０グラムの出来上がった
材料、３．１５グラムのＲＴＶ  シリコン  １１８（Ｇｅｎｅｒａｌ  Ｅｌｅｃｔｒｉｃ）
、４．５グラムのポリウレタン架橋剤ＤＥＳＭＯＤＵＲ  ４４Ｖ２０（Ｂａｙｅｒ）が一
緒に攪拌される。１００ミクロンの層の材料が、Ｎｏ．３ワイヤー・ロッドを使って清潔
な条件、好適には、クラス１００の条件で数回通過して、下塗りされた導電性の層の上に
コーティングされる。コーティングは２時間室温で、清潔なフードの下で硬化され、ポリ
ウレタンの層を形成する。
【００９６】
　適当な適合層（整合層）を形成する他の方法は本出願の親出願の中で示され説明されて
いる。また、導電性の層は省略され、層１１８が導電性とされる。
【００９７】
　こうして形成された層１１１は約１０ 9Ω－ｃｍ台の抵抗を持ち、好適には、約１００
℃以下である、ブランケット表面の動作温度で良好な熱安定性を持つ。
【００９８】
　適合層の機能は、画像の画像形成面からブランケットへの転写の際に使われる低い圧力
で、ブランケットの画像形成面への（そして画像形成面上の画像の）良好な適合を提供す
ることである。層は、好適には、２５または３０から６５の間の、より好適には、約５０
のショアーＡ硬さを持つべきである。厚さは１００ミクロンが好適だが、５０ミクロンか
ら３００ミクロンの間の他の厚さも使われ、７５～１２５ミクロンが好適である。
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【００９９】
　７．好適には、２グラムのＩｓｏｐａｒ  Ｌ（Ｅｘｘｏｎ）で希釈された１２グラムの
ＲＴＶ  シリコン  ２３６（Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ）リリース材料と０．７２グラムのＳ
ｙｌ－ｏｆｆ  ２９７（Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ）は、一緒に混合される。ワイヤー・ロッ
ド（バーＮｏ．１）コーティング・システムが使われ、清潔な条件下で５ないし６回通過
して、８ミクロンのリリース層の厚さを達成する。材料は１４０℃で２時間硬化される。
　硬化された剥離材料は約１０ 1 4～１０ 1 5Ω－ｃｍの抵抗率を持つ。
【０１００】
　ブランケット１００をドラム１０２に設置するために、設置用の足１１０が、好適には
、接着剤の層（ブランケットの背面）からマイラー・シートを取り外すことなく、ドラム
１０２に形成された、複数の設置用穴１３０に挿入される。図３Ａ、図３Ｂ、図４Ｄに最
も明らかに見られるように、設置用の足１１０は各々がチップ部分１３２とバック部分１
３４を持っている。チップ１３２は設置用の穴１３０の遠い側壁に形成された溝に挿入さ
れ、バック部分１３４は穴の反対側の側壁に向かって位置する。この方法で、ブランケッ
トの端は正確に位置決めされる。足に一番近いマイラー・シートのエッジは取り除かれ、
残りのマイラー・シートは、接着剤によってドラムに取り付けられたブランケットの続く
部分がドラムに対して平らに置かれていることが確認されると順次取り除かれる。
【０１０１】
　本発明者は、この設置方法が、接着剤だけによる設置方法や、ブランケットの両端のグ
リッパーに比べて、安定な転写面を提供する点ではるかに優れていることを発見した。
【０１０２】
　接着剤の層１２６の他の方法または追加として、ブランケットの背面に非常に柔らかい
適合層を使うことができる。このタイプの柔らかい層によってブランケットと加熱された
ドラム１０２の間に良好な熱接触が得られるので、ブランケットの外面を動作温度にする
ために、ドラムの温度を過度に高くする必要がない。さらに、こうした非常に柔らかい層
はブランケットをドラムに「ぴったりくっつく」ようにするので、ある条件の下では接着
剤を使用する必要がなくなる。さらに、ブランケットを交換する時、ドラムに除去すべき
接着剤が残らない。
【０１０３】
　非常に柔らかい層は次の方法で製造される。
【０１０４】
　１．１００ｇのＨｉ－Ｔｅｍｐ  ４０５１  ＥＰ（Ｚｅｏｎ）アクリル樹脂は、２ｇのＮ
ＰＣ－５０架橋剤（Ｚｅｏｎ）と３ｇのステアリン酸ソーダと混合し、トルエンに溶解し
て、１５％の不揮発性固体溶液とする。オプションで、約４０ｇ以下のカーボン・ブラッ
クＰｅａｒｌｓ  １３０（Ｃａｂｏｔ）が加えられる。
【０１０５】
　２．溶液の薄い層がリリース用にコーティングされたマイラーの上にコーティングされ
乾燥される。このプロセスは好適な２０～３０ミクロンの厚さが達成されるまで繰り返さ
れる。
【０１０６】
　３．硬化していない樹脂が、本発明に従って製造されたブランケットの接着剤の層か、
または直接ファブリックの層にラミネートされる（重ねられる）。このステップは、好適
には、リリース層の硬化の前に実行される。
【０１０７】
　４．ラミネート構造はリリース層と一緒に硬化され、リリース・コーティングされたマ
イラーが取り除かれる。
【０１０８】
　この層は、カーボン・ブラックがない時約２０～２４、カーボン・ブラックがある時約
４０～４５のショアーＡ硬さである。ソフター材料（より軟らかい材料）もまた適切であ
るが、実質上これ以上硬い材料はドラムの表面にうまく接着しない。オプションで、ブラ
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ンケットの裾の接着剤の層は非常に柔らかい層にコーティングされず、ブランケットとド
ラムの結合力を改善する。これは特により硬い層に望ましい。
【０１０９】
　アクリル材料は、ソフト・ポリウレタンやニトリル・ゴムのような他の柔らかいエラス
トマー材料で代替できる。最終製品の硬さに対する影響がより小さい、Ｆｅ 2Ｏ 3やアルフ
ァ酸化アルミニウムなどの他の熱改良フィラー（充填材）もカーボン・ブラックの代わり
に使用できる。
【０１１０】
　図５は、いくらか違う形状の穴１３０’が使われる、本発明の好適な実施例の他の方法
を示す。この実施例では、バック部分１３４は穴の片側に形成された突起１５０に対して
置かれ、足１１０の表面１５４は、穴のもう一方の側に形成された突起の底１５６に置か
れる。
【０１１１】
　導電性の層と設置用のバーの間の好適な電気的接続は、好適には導電性の層の端の部分
を覆う層を除去（または、形成しない）ことや、例えば、上を覆う層を貫通して、例えば
、図４Ｄで１６０の印のある点で、設置用のバーをクリンピング（縁曲げ）または貫通す
ることによって達成される。クリンピングはまた、設置用のバーにブランケットを保持す
るためにも使われる。
【０１１２】
　接着剤の層は、好適には、ブランケットの背後を覆うか、または接着剤の層はブランケ
ットの最も遠いエッジのような背後の一部（ブランケットの裾）だけを覆うか、または本
発明のある実施例では、またある条件下では省略される。
【０１１３】
　本発明のある態様は使用される画像形成システムの特定のタイプに制限されず、本発明
のある態様はまた、画像形成表面に液体トナーの画像を形成する何らかの適切なイメージ
ング・システムや、本発明のある態様は、粉体トナー・システムでも、有益であることを
理解されたい。本発明のある態様はまた、ベルトや連続したコーティングされたドラム型
転写部材のような他のタイプの中間転写部材を使うシステムにおいても有益である。本発
明のある態様は、オフセット印刷システムと共に使うためにも適している。画像形成シス
テムのために上記で与えられた特定の詳細は本発明の実行するための最上の形態の一部を
含むが、本発明の多くの態様は、電子写真術、オフセット印刷、コピーの技術上知られた
広い範囲のシステムに適用可能である。
【０１１４】
　本技術に熟練した者には、本発明はここで提供された説明と例に制限されるものでない
ことが理解される。むしろ、本発明の範囲は以下の請求の範囲によってのみ定義される。
【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明の好適な実施形態に従って構成され動作する、静電イメージング装置の単
純化された断面図である。
【図２】図１の装置の単純化された拡大断面図である。
【図３Ａ】本発明の好適な実施形態による、ドラムに設置された取り外し可能な中間転写
ブランケットを含む、中間転写部材の単純化された側断面図である。
【図３Ｂ】図３Ａの中間転写部材の部分切り離し平面図である。
【図４Ａ】本発明の好適な実施形態による、中間転写ブランケットの対応する平面図であ
る。
【図４Ｂ】本発明の好適な実施形態による、中間転写ブランケットの対応する側面図であ
る。
【図４Ｃ】本発明の好適な実施形態による中間転写ブランケットの層を成す構造の詳細を
示す。
【図４Ｄ】図４Ａおよび図４Ｂの中間転写ブランケットの固定メカニズムの切り離し拡大
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図である。
【図５】本発明の他の好適な実施形態による、ドラムに設置された取り外し可能な中間転
写ブランケットを含む、中間転写部材の一部の単純化した断面図である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ５ 】
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